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「アー ト」を 手 段 に、島 を、人 を 元 気 にす る

巻 頭 言

瀬 戸 内 海 は 、 1934年 に 日 本 で 最 初 に 指 定 さ れ た 国 立 公

園 だ 。 穏 や か な 内 海 に 、 幾 多 の 島 々 が 浮 か ぶ そ の 風 景 は 、

古 よ り、 多 くの 人 々 に 愛 さ れ て き た 。

しか し、 近 代 化 や 戦 後 の 高 度 成 長 期 、 島 々 は 負 の 遺 産 を

背 負 わ さ れ て き た 。 亜 硫 酸 ガ ス を JF出 す る 精 錬 所 や 産 業 廃

棄 物 の 不 法 投 棄 の 場 所 と な り、 島 の 自 然 環 境 、 そ して 自 然

と 共 に あ っ た 人 々 の 生 業 は 失 わ れ て い つ た 。 人 口 は 減 少 し、

暮 ら す 人 々 の 高 齢 化 も 進 ん だ 。

そ ん な 島 々 で 2010年 、 3年 に 1度 開 催 さ れ る トリエ ン ナ ー

レ と し て 、 「 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 」 が 始 ま っ た 。 今 年 は そ の

第 2回 目。 春 、 夏 、 秋 の 会 期 中 、 合 計 108日 間 に 、 約 107万

人 も が 瀬 戸 内 の 島 々 を 訪 れ 、 ア ー トを 楽 しん だ 。

だ が 、 芸 術 祭 の 核 心 は 、 ― 過 性 の イ ベ ン トで は な い 点 に

あ る 。 こ こ で は ア ー テ ィス トが 、 建 築 家 が 、 ボ ラ ン テ イア が 、

観 光 客 さ え 、 ま ち お こ し の メ ン バ ー と な る 。 そ う した 人 々 が 、

島 の 人 々 と 一 体 と な つ て 、 島 を 元 気 に し よ う と 汗 を 流 す 。

島 々 に は 、 固 有 の 歴 史 、 民 俗 、 文 化 が 息 づ い て い る 。 そ

れ ぞ れ の 個 性 を 大 切 に し な が ら、 少 し ず つ 、 島 を よ い 方 向

へ と 導 い て い く。 ア ー トを 手 段 と し た 、 ま ち お こ し へ の 挑 戦 。

今 号 で は 、 「 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 」 に 焦 点 を あ て な が ら、

表紙 ―― 伊吹島。島民 川端康夫さん (左 )と

アーテ ィス ト 金泰範さん

裏表紙 ― 男木島。アーサー フ ァン「光の家 J

photo佐藤真 (関 連記事 p8)

ま ち お こ し の あ る べ き 姿 を 考 え る 。 (編 集 部 )
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